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【手続補正書】
【提出日】平成27年8月6日(2015.8.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の健診科目のそれぞれで当該健診科目用として動作する複数の健診情報処理装置と
、複数の健診科目における受診者の健診結果が記録される記録媒体と、複数の健診項目に
おける受診者の健診結果を記憶するサーバとを含むシステムにおける健診情報処理装置で
あって、
　前記記録媒体から、前記受診者の健診結果を取得する取得する媒体取得手段と、
　前記媒体取得手段により取得された健診結果が前記サーバに記録されていない場合に、
当該健診結果を前記サーバに記憶するべく前記サーバに送信するサーバ送信手段と、
　前記サーバに記憶された前記受診者の健診結果を前記サーバから取得するサーバ取得手
段と、
　前記サーバ取得手段により取得された健診結果が前記記録媒体に記録されていない場合
に、当該健診結果を前記記録媒体に記録する媒体記録手段と、
　を備え、
　前記健診情報処理装置が、前記サーバ送信手段、及び前記媒体記録手段による処理を行
うことで、前記記録媒体と前記サーバの何れかにのみ記録されている健診結果を相互に補
完して、前記記録媒体と前記サーバとに前記受診者の同じ健診結果を記録することを特徴
とする健診情報処理装置。
【請求項２】
　前記サーバ取得手段により取得された健診結果が前記記録媒体に記録されているか否か
を判定する判定手段を更に備え、
　前記媒体記録手段は、前記判定手段により、前記サーバ取得手段により取得された健診
結果が前記記録媒体に記録されていないと判定された場合に、当該健診結果を前記記録媒
体に記録することを特徴とする請求項１に記載の健診情報処理装置。
【請求項３】
　前記サーバ取得手段は、前記サーバから、前記受診者の健診結果と、当該健診結果が前
記記録媒体に記録されたかを示す媒体書込み情報とを取得し、
　前記判定手段は、前記サーバ取得手段により取得された前記媒体書込み情報を用いて、
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前記サーバ取得手段により取得された健診結果が前記記録媒体に記録されているか否かを
判定することを特徴とする請求項２に記載の健診情報処理装置。
【請求項４】
　前記健診情報処理装置が健診科目用として動作する当該健診科目における健診結果を入
力する入力手段と、
　前記入力手段により入力された健診結果を、前記サーバ、及び前記記録媒体に記録する
記録手段と、
　を更に備え、
　前記記録手段は、前記入力手段により入力された健診結果を前記記録媒体に記録できな
い場合には、当該健診結果と、当該健診結果が前記記録媒体に記録されていないことを示
す媒体書込み情報とを前記サーバに送信して前記サーバに記録することを特徴とする請求
項３に記載の健診情報処理装置。
【請求項５】
　前記記録手段により、前記入力手段により入力された健診結果を、前記サーバ、及び前
記記録媒体に記録できたか否かを判定する記録判定手段と、
　前記記録判定手段により、前記記録手段により、前記入力手段により入力された健診結
果を、前記サーバ、及び前記記録媒体に記録できなかったと判定された場合に、前記記録
媒体を交換するための通知を行う通知手段と、
　を更に備えることを特徴とする請求項４に記載の健診情報処理装置。
【請求項６】
　前記媒体取得手段により取得された健診結果が前記サーバに記録されているか否かを判
定するサーバ判定手段を更に備え、
　前記サーバ送信手段は、前記サーバ判定手段により、前記媒体取得手段により取得され
た健診結果が前記サーバに記録されていないと判定された場合に、当該健診結果を前記サ
ーバに記憶するべく前記サーバに送信することを特徴とする請求項１乃至５の何れか１項
に記載の健診情報処理装置。
【請求項７】
　前記媒体取得手段は、前記記録媒体から、前記受診者の健診結果と、当該健診結果が前
記サーバに記録されたかを示すサーバ書込み情報とを取得し、
　前記サーバ判定手段は、前記媒体取得手段により取得された前記サーバ書込み情報を用
いて、前記媒体取得手段により取得された健診結果が前記サーバに記録されているか否か
を判定することを特徴とする請求項６に記載の健診情報処理装置。
【請求項８】
　複数の健診科目のそれぞれで当該健診科目用として動作する複数の健診情報処理装置と
、複数の健診科目における受診者の健診結果が記録される記録媒体と、複数の健診項目に
おける受診者の健診結果を記憶するサーバとを含むシステムにおける健診情報処理装置の
健診情報処理方法であって、
　前記健診情報処理装置の媒体取得手段が、前記記録媒体から、前記受診者の健診結果を
取得する取得する媒体取得工程と、
　前記健診情報処理装置のサーバ送信手段が、前記媒体取得工程で取得された健診結果が
前記サーバに記録されていない場合に、当該健診結果を前記サーバに記憶するべく前記サ
ーバに送信するサーバ送信工程と、
　前記健診情報処理装置のサーバ取得手段が、前記サーバに記憶された前記受診者の健診
結果を前記サーバから取得するサーバ取得工程と、
　前記健診情報処理装置の媒体記録手段が、前記サーバ取得工程で取得された健診結果が
前記記録媒体に記録されていない場合に、当該健診結果を前記記録媒体に記録する媒体記
録工程と、
　を備え、
　前記サーバ送信工程、及び前記媒体記録工程による処理を行うことで、前記記録媒体と
前記サーバの何れかにのみ記録されている健診結果を相互に補完して、前記記録媒体と前
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記サーバとに前記受診者の同じ健診結果を記録することを特徴とする健診情報処理方法。
【請求項９】
　複数の健診科目のそれぞれで当該健診科目用として動作する複数の健診情報処理装置と
、複数の健診科目における受診者の健診結果が記録される記録媒体と、複数の健診項目に
おける受診者の健診結果を記憶するサーバとを含むシステムにおける健診情報処理装置で
読み取り実行可能なプログラムであって、
　前記健診情報処理装置を、
　前記記録媒体から、前記受診者の健診結果を取得する取得する媒体取得手段と、
　前記媒体取得手段により取得された健診結果が前記サーバに記録されていない場合に、
当該健診結果を前記サーバに記憶するべく前記サーバに送信するサーバ送信手段と、
　前記サーバに記憶された前記受診者の健診結果を前記サーバから取得するサーバ取得手
段と、
　前記サーバ取得手段により取得された健診結果が前記記録媒体に記録されていない場合
に、当該健診結果を前記記録媒体に記録する媒体記録手段として機能させ、
　前記サーバ送信手段、及び前記媒体記録手段による処理を行うことで、前記記録媒体と
前記サーバの何れかにのみ記録されている健診結果を相互に補完して、前記記録媒体と前
記サーバとに前記受診者の同じ健診結果を記録することを特徴とするプログラム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、健診情報処理装置、健診情報処理方法、プログラムに関し、特に、サーバと
通信可能な健診情報処理装置において、記録媒体から、受診者の健診結果を取得し、当該
取得された健診結果がサーバに記録されていない場合に、当該健診結果をサーバに送信し
、サーバに記憶された受診者の健診結果を取得し、当該取得された健診結果が記録媒体に
記録されていない場合に、当該健診結果を記録媒体に記録するための技術に関する。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　そこで、本発明は、サーバと通信可能な健診情報処理装置において、記録媒体から、受
診者の健診結果を取得し、当該取得された健診結果がサーバに記録されていない場合に、
当該健診結果をサーバに送信し、サーバに記憶された受診者の健診結果を取得し、当該取
得された健診結果が記録媒体に記録されていない場合に、当該健診結果を記録媒体に記録
する仕組みを提供することを目的とする。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明は、複数の健診科目のそれぞれで当該健診科目用として動作する複数の健診情報
処理装置と、複数の健診科目における受診者の健診結果が記録される記録媒体と、複数の
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健診項目における受診者の健診結果を記憶するサーバとを含むシステムにおける健診情報
処理装置であって、前記記録媒体から、前記受診者の健診結果を取得する取得する媒体取
得手段と、前記媒体取得手段により取得された健診結果が前記サーバに記録されていない
場合に、当該健診結果を前記サーバに記憶するべく前記サーバに送信するサーバ送信手段
と、前記サーバに記憶された前記受診者の健診結果を前記サーバから取得するサーバ取得
手段と、前記サーバ取得手段により取得された健診結果が前記記録媒体に記録されていな
い場合に、当該健診結果を前記記録媒体に記録する媒体記録手段と、を備え、前記健診情
報処理装置が、前記サーバ送信手段、及び前記媒体記録手段による処理を行うことで、前
記記録媒体と前記サーバの何れかにのみ記録されている健診結果を相互に補完して、前記
記録媒体と前記サーバとに前記受診者の同じ健診結果を記録することを特徴とする。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　また、本発明は、複数の健診科目のそれぞれで当該健診科目用として動作する複数の健
診情報処理装置と、複数の健診科目における受診者の健診結果が記録される記録媒体と、
複数の健診項目における受診者の健診結果を記憶するサーバとを含むシステムにおける健
診情報処理装置の健診情報処理方法であって、前記健診情報処理装置の媒体取得手段が、
前記記録媒体から、前記受診者の健診結果を取得する取得する媒体取得工程と、前記健診
情報処理装置のサーバ送信手段が、前記媒体取得工程で取得された健診結果が前記サーバ
に記録されていない場合に、当該健診結果を前記サーバに記憶するべく前記サーバに送信
するサーバ送信工程と、前記健診情報処理装置のサーバ取得手段が、前記サーバに記憶さ
れた前記受診者の健診結果を前記サーバから取得するサーバ取得工程と、前記健診情報処
理装置の媒体記録手段が、前記サーバ取得工程で取得された健診結果が前記記録媒体に記
録されていない場合に、当該健診結果を前記記録媒体に記録する媒体記録工程と、を備え
、前記サーバ送信工程、及び前記媒体記録工程による処理を行うことで、前記記録媒体と
前記サーバの何れかにのみ記録されている健診結果を相互に補完して、前記記録媒体と前
記サーバとに前記受診者の同じ健診結果を記録することを特徴とする。
 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　また、本発明は、複数の健診科目のそれぞれで当該健診科目用として動作する複数の健
診情報処理装置と、複数の健診科目における受診者の健診結果が記録される記録媒体と、
複数の健診項目における受診者の健診結果を記憶するサーバとを含むシステムにおける健
診情報処理装置で読み取り実行可能なプログラムであって、前記健診情報処理装置を、前
記記録媒体から、前記受診者の健診結果を取得する取得する媒体取得手段と、前記媒体取
得手段により取得された健診結果が前記サーバに記録されていない場合に、当該健診結果
を前記サーバに記憶するべく前記サーバに送信するサーバ送信手段と、前記サーバに記憶
された前記受診者の健診結果を前記サーバから取得するサーバ取得手段と、前記サーバ取
得手段により取得された健診結果が前記記録媒体に記録されていない場合に、当該健診結
果を前記記録媒体に記録する媒体記録手段として機能させ、前記サーバ送信手段、及び前
記媒体記録手段による処理を行うことで、前記記録媒体と前記サーバの何れかにのみ記録
されている健診結果を相互に補完して、前記記録媒体と前記サーバとに前記受診者の同じ
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健診結果を記録することを特徴とする。
 
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本発明によれば、サーバと通信可能な健診情報処理装置において、記録媒体から、受診
者の健診結果を取得し、当該取得された健診結果がサーバに記録されていない場合に、当
該健診結果をサーバに送信し、サーバに記憶された受診者の健診結果を取得し、当該取得
された健診結果が記録媒体に記録されていない場合に、当該健診結果を記録媒体に記録す
ることができる。
 
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
　ステップＳ４０２では、健診工程端末Ａ１１１のＣＰＵ２０１は、ステップＳ４０１で
検知した記録媒体１６０から、図１９に示すテーブル、すなわち、受診者の健診結果や健
診予定項目（受診予定）、サーバ書込み情報を取得する。ここで取得する健診結果として
は、測定値でもよいし、測定値が含まれている受診済みであるか否かを示す情報であって
もよい。
　図１９は、記録媒体１６０に記録されている受診者の健診結果や健診予定項目（受診予
定）、サーバ書込み情報のテーブルの一例を示す。
 
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８１】
　図１９は、受診者の受診者ＩＤ、氏名、受診予定（受診しなければならない健診項目（
例えば、身長・体重、血圧、腹囲、視力等））、健診結果、サーバ書込み情報等が設定さ
れている。
　なお、図１９の受診予定には、受診しなければならない健診項目には「○」を、受診予
定のない項目には「×」を記憶している。
 
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９２】
　ステップＳ４０９では、健診工程端末Ａ１１１のＣＰＵ２０１は、ステップＳ４０８で
検知した記録媒体１６０から、図１９に示すテーブル、すなわち、受診者の健診結果や健
診予定項目（受診予定）、サーバ書込み情報を取得する。ここで取得する健診結果として
は、測定値でもよいし、測定値が含まれている受診済みであるか否かを示す情報であって
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もよい。
　図１９は、上述した通り、記録媒体１６０に記録されている受診者の健診結果や健診予
定項目（受診予定）、サーバ書込み情報のテーブルの一例である。
 
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９５】
　健診工程端末Ａ１１１のＣＰＵ２０１は、ステップＳ４１０で、サーバ書込み情報の中
に「×」がないと判定された場合は（ＮＯ）、処理をステップＳ４１２に移行する。
　ステップＳ４１２において、健診工程端末Ａ１１１のＣＰＵ２０１は、サーバ１９０に
健診結果の取得要求を送信し、サーバ１９０から、健診結果を取得する。
　サーバ１９０の外部メモリ２１１には、図２１に示す情報が記憶されている。
　図２１には、各受診者毎に、該受診者の健診結果や、健診予定項目（受診予定）、記録
媒体書込み情報が記憶されている。
 
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９７】
　ステップＳ４１２では、健診工程端末Ａ１１１のＣＰＵ２０１は、ステップＳ４０８で
記録媒体から取得した受診者ＩＤを、サーバ１９０に送信して、サーバ１９０のＣＰＵ２
０１は、当該受診者ＩＤに対応して図２１に登録されている情報（受診者の健診結果や、
健診予定項目（受診予定）、記録媒体書込み情報）を取得して、健診工程端末Ａ１１１に
送信する。これにより、健診工程端末Ａ１１１は、サーバ１０９から受診者の健診結果や
、健診予定項目（受診予定）、記録媒体書込み情報を取得する。
 
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１６】
　具体的には、受診者情報の受診予定の健診項目に「○」が設定された項目については、
健診予定ありと判断され、「×」が設定された項目については、受診予定なしと判断され
る。
　次に、ステップＳ１８０４、ステップＳ１８０５の処理について説明する。
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